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機械器具（21）内臓機能検査用器具

管理医療機器　特定保守管理医療機器　脳波計　11467010

「脳波計　EEG-1000シリーズ　ニューロファックス」の付属品

脳波解析プログラム（QP-220A）

QP-220Aの取扱説明書を必ずご参照ください。

形状・構造および原理等
本品は以下のもので構成されています。
指定された装置に、CD-ROM内のプログラムをインストールして
使用します。
/インストールディスク CD-ROM

　使用可能製品名

名　売　販 号番認承

計波脳 0001-GEE 　ズーリシ
スクッァフローュニ 00040600ZZB00012

計波脳 0019-GEE
μスクッァフローュニ 00042000ZZB00312

計波脳 0012-GEE
スクッァフローュニ 00023400ZZB00502

計波脳 0054-GEE ズーリシ
スクッァフローュニ 00022200ZZB00502

計波脳 0047-GEE ズーリシ
スクッァフローュニ 00063010ZZB00702

ンョシーテスクーワターデ波脳
　 0012-EAD スーエローュニ　 00027200ZZB00602

使用目的、効能または効果

使用目的
本品は、EEG-1000シリーズ、EEG-9100、EEG-2110、DAE-
2110、QI-403AおよびQI-703Aで動作する脳波解析プログラムで
す。電位マッププログラム、周波数プログラム、スペクトルプログラ
ムは脳波再生プログラム上で動作し、それぞれのプログラムで解
析をします。リアルタイム周波数マッププログラムは、脳波測定測
定画面から起動し、リアルタイムで周波数マップを表示することが
できます。リアルタイム周波数マッププログラムは、EEG-1000シ
リーズおよびEEG-9100でのみ動作します。

操作方法または使用方法等
本品をインストールして使用できる機器については、本書の「使用
可能製品名」および「重要な基本的注意」を参照してください。
操作方法等についての詳細は、取扱説明書を参照してください。

電位マッププログラム

1.　「Eeg Mapping」メニューウィンドウから「マップ表示」メニューを
クリックし、プルダウンメニューの「電位マップ」をクリックして電
位マッププログラムを起動します。

2.　画面上のカーソル操作で、解析の各種操作を行います。

3.　「ファイル」メニューの「終了」を選択し、電位マッププログラムを
終了します。

周波数マッププログラム

1.　「Eeg Mapping」メニューウィンドウから「マップ表示」メニューを
クリックし、プルダウンメニューの「周波数マップ」をクリックして
周波数マッププログラムを起動します。

2.　画面上のカーソル操作で、解析の各種操作を行います。

3.　「ファイル」メニューの「終了」を選択し、周波数マッププログラム
を終了します。　
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スペクトルプログラム

1.　「Eeg Mapping」メニューウィンドウから「マップ表示」メニューを
クリックし、プルダウンメニューの「スペクトル」をクリックしてス
ペクトルプログラムを起動します。

2.　画面上のカーソル操作で、解析の各種操作を行います。

3.　「ファイル」メニューの「終了」を選択し、スペクトルプログラムを
終了します。　

リアルタイム周波数マッププログラム

1.　「FFT設定」ウインドウで、FFTファイルを作成します。

2.　「ツール」メニューの「FFT-MAP」を選択すると、リアルタイム周
波数マップが表示されます。

使用上の注意

重要な基本的注意
/本品は下記の製品にのみインストールできます。他の機器の場
合、プログラムが正常に動作しないことがあります。
・EEG-1000シリーズ

・脳波計　EEG-1100/EEG-1514/EEG-1518/
             EEG-1524/EEG-1714
・脳波データワークステーション　DAE-1100　

・EEG-9100
・脳波計　EEG-9100

・EEG-2100
・脳波計　EEG-2110

・EEG-4500シリーズ
・ファイリングユニット　QI-403A

・EEG-7400シリーズ
・ファイリングユニット　QI-703A

・DAE-2100
・脳波データワークステーション　DAE-2110

/本品による処理結果は記録されたデータのすべてを表していま
せん。診断および各種研究には、得られた結果やイメージのほか
に、臨床所見、他の検査結果、および他のソフトウェアによる処理
結果などを合わせて、総合的に判断する必要があります。
本品によって得られた結果やイメージに基づくいかなる判断およ
び決定も、本品を使用する方々の責任において行ってください。


